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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 今週から定期採血開始。マニュアルに沿った行動をし、事故のないようにしましょう。施行前・後の準備や片付けも各自が責任を持って行いましょう。

· 10/6法人研修あります。欠席確認をWIZの所定場所へ登録して下さい。又、この研修にあたり、講師の方から職員の皆さんに意見を聞きたいというお話しがありましたので、県の施策について質問・意見など積極的に聞く様にして下さい。

＜患者様についての連絡＞

· 宮村　潔様　本日～OT導入。(Ｂグル－プ)

· 野沢英貴様　本日～OT復帰。(Ａグル－プ)

＜隔離室使用患者様＞

畑中　成夫様(終日隔離)～10/1の準夜で吐薬があり、神的な発言が聞かれていた。10/2昼食配膳

時、急に立ち上がりドアから出ようとされる行動が見られ、それに対

しても「神がやれって言った」と話されている。それぞれの退室時間

では衝動行為なく経過されている。

　　　↓

本人の体調やペ－スにあわせ退室時間を積極的に設けていく。その時

に駄目なら時間を置いて短時間でも退室出来る事の繰り返しが必要。

配膳・下膳・服薬時は、ドアから行い介入していく。但し、あの時は

良かったから大丈夫だろうと勝手に判断せず、介入する時は危険行為

があることを念頭に入れ数名で携わっていく事。又、ふらつきがある

為事故の危険性も予測し、床が汚染されていたらすぐ拭く等の環境整

備や患者様に外傷はないかなど確認していくことも必要となる。

＜新入院・要観察患者様について＞

・板橋　雅勝様～眠気の訴えがあり、9/29（木）より抗精神薬が減薬となっている。入院時は入
院に対しての不満あり、食事や服薬も拒否的で殆どを自室にて臥床して過ごす事が多く見られていた。最近（ここ1週間程）になりホールにて過ごす姿が見られる様になり、周囲との交流も少ないながらも見られている。入院時の様な表情の険しさは見られず、幻聴等の異常体験に左右される事無く、日課へ取り組む事も出来ている。表面的には穏やかに経過されているが、異常体験に左右された危険な行動（興奮や粗暴）をとる可能性もある為、表情や介入時の反応等、サインを見逃さない様にし、日課を行えている事を評価すると共に、精神症状等の観察も引き続き行なっていく。

・三上　幸宏様～入院して2日が経過している。イライラ感等の訴えは聞かれず、スタッフに対しても攻撃的となる事は無いが、面会時に御家族への攻撃的口調あり。気分変動による衝動的な行動（粗暴、器物破損等）をとる可能性も充分に考えられる。まだ内にあるイライラ感は強いと思われる為、表情や訴え等のイライラのサインを見逃さず、サインが見られる場合は他スタッフと確認しながら対応。気分変動による危険行動を未然に防ぐ様にする。

＜川端Drケースカンファレンス＞

・矢田　修一様～疾病教室全プログラム終了している。日課への取り組み等、特に問題無く過ごされている。作業療法も導入となり、雑さはあるが、ペース良く意欲的に取り組む事は出来ている。主治医より、金銭的な問題で入院継続について本人より相談あり、まずは保護者（弟様）に来院して頂き、今後についての話し合いの場を設定する。又、外出・泊訓練を行い、その様子を見て退院に向けての方向性を決めるとの事。

・中村　瞳様～疾病教室は本日にて全プログラム終了となる。主治医より、今後に薬の調整を行

試し、どの位現在の病状が回復するのかを見たいとの事。現段階では社会復帰は

難しい状態であると思われ、実家で何とか生活出来る事を最低限の目標として、

今後について御家族に来院して頂き、話し合う事とするとの事。

・清川　厚子様～夫様に青山荘利用について（利用料も含め）説明している。夫様からは1ヶ月
程、青山荘で様子を見てみようか…と話しあり。青山荘退所後はデイケアと訪問看護を利用したいと希望あり。主治医より、今後、青山荘入所の方向で進めていくとの事。最終的に確認が終了してから再度、今後について話し合いの場を設けるとの事。入所できない場合は、別な方法を検討する。

· 水梨　孝純様～現在、東Cユニットにて経過。1対1での対応を必要としているが、昨日は落

ち着いてホール椅子に座る事出来ていた。座位の状態での移動は続いて見ら

れるが、自力で歩行される事もある。主治医より、今回の採血のデータを見

て、服薬調整を行なう予定との事。又、座位での移動の為、発赤等は無いか、

臀部の観察を行なう様にとの事。

· 管原　典克様～フラストレ－ションがたまりやすい方なので、積極的に話し掛け不満等聞い

て欲しい。アルコ－ル依存症治療プログラムは今週から導入予定とする。

・　田中　秀昌様～Ｄユニットに転室し、リハビリをすすめていく。

　　　　　　　　













